
 

平成２１年度 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業 

 

モ デ ル 事 業 名 美しい山形・最上川フォーラムによる地域活性化プロジェクト支援事業 

対 象 地 域 山形県白鷹町川下（大瀬、佐野原、下山、菖蒲）地区 

対 象 地 域 の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 案 内 容 の 概 要  20年度の取り組みが最上川沿いの近隣集落へも拡がり、大瀬と同様の課題を抱える集落の住民からも

地域活性化を通じた課題解決に取り組みたいとの声が上がった。この事は、自立して地域を守る為の大

きな一歩であり、21年度は最上川沿いのさらに広範囲での①地域点検や②具体的方法を探る取り組みを

支援する。 

提案する活動の内容 

（１）地域の課題 

 

 まず、大瀬ではかつてあった敬老会や運動会など住民が顔を合わせる機会が減少している。この事は

必然的に、住民同士が地域の課題等を共有し、解決に向けて話し合う機会の減少につながっている。一

方で、当該地域は高齢化や人口減少が進んでおり、「災害等万一の際の対応が困難である」等の課題を

抱えるだけでなく、日常生活においても買い物や病院通いなどで不便な状況に置かれている。 

 また、20年度の取り組みで、住民が集まる機会を外部から呼びかけて持つようにした結果、顔を合わ

せ話し合うことで一体感も強まり、明るい表情や感想が増えるばかりでなく、自分たちで課題解決に向

け何が出来るかを真剣に考える機運が高まった。その為今後は、集まりを開き話し合う機会についても

自立的に設け、実際に具体的な取り組みにつなげていくことが有効であり、必要である。 

 さらに、20年度の取り組みに「大瀬応援団」として参加・支援してきた下山地区においても、自分た

ちの地域でも大瀬に習い地域づくりについて何かやってみよう、という士気が高まっている。当該地域

には、農作業等に際し近隣の家に手伝いを頼み、そのお返しも手伝いで返すというような地域の助け合

いを表す「よいなし」という言葉がある。この言葉のとおり、地域づくりにおいても、住民らが「よい

なし」を意識して士気を高めていることは、今後の地域づくりの継続にとって大変有意義なことである。

これに加え、現在、白鷹町「川下地区」の（松川下流から）大瀬、佐野原、下山、菖蒲の4区では、

20年度の大瀬における取り組みも背中を押す形で、「合併協議会（仮称）」を正式に立ち上げ協議を開

【位置図：白鷹町】 

【最も川下に位置する大瀬集落】  

【位置図：川下地区】  

位置図参考URL  
http://map.yahoo.co.jp/ 
http://www.mapion.co.jp/map/admi06.html



 
始していくことを、3月の各地区での総会で決議したところである。4月10日（金）には、この各総会

での決議にもとづき、4地区合同での協議が予定されている。 

 また、この集落合併に当たっては下記のような課題が設定できるが、特にその中の、「合併後の「全

体としての区」のビジョン」および、「「従来の枠組みにおけるそれぞれの区」のビジョン」づくりの為

に、「新たな公」によるワークショップでの課題整理やその克服へ向けた具体的な活動、空間作りの為

の技術支援等が効果を発揮するものと期待できる。 

【合併協議で想定される課題】 
・各戸の負担金をどのようにしていくか 
・役員等の体制をどのようにしていくか 
・役員報酬はどう決めるか 
・合併後の「全体としての区」のビジョンづくり 
・合併後の「現在の区」のビジョンづくり 
・その他 

 

（２）活動内容の案 
活動① ：大瀬でのH20年度からの発展的な取り組み 

 内容 ： ・課題解決へ向けた具体的行動⇒敬老会、祭りの復活、祠や生活道路の定期整備（草刈など）

・防災ワークショップ（専門家：NPO 法人ディー・コレクティブ/山形市民活動支援センター

（予定））⇒すぐにできる防災方法の学習・訓練等 

・桜の植栽と手入れ方法の学習（山形県みどり推進機構（予定））⇒最上川（松川）沿いの桜

並木のメンテナンスを通じたコミュニケーション機会の創出 

 
活動② ：川下地区全体での地域点検ワークショップ 

 内容 ： ・地域点検ワークショップ（専門家：山形県農村計画課（予定））⇒高齢化・人口減少という

課題を抱える、松川沿いの4集落（下流から大瀬、佐野原、下山、菖蒲）が、自立・連携

して日常の不便解消・魅力向上、防災対策を目指すための基礎づくり 

・桜苗木 20 本植樹⇒自分たちで植え、その後のメンテナンス（植栽後の桜は、一般的に 10

年間ほど定期的な手入れ（施肥・剪定）が必要）方法も専門家（山形県みどり推進機構（予

定））から実践的に学び、その後自分たちで「桜守」となり育成することを目指す。上記同

様桜の植栽と手入れ方法の学習により、最上川（松川）沿いの桜並木のメンテナンスを通じ

たコミュニケーション機会の創出を図る。 

 

応 募 団 体 名 美しい山形・最上川フォーラム 
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